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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

肺
炎
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オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
栄
養

療
法
に
よ
る
予
防
と
治
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名
誉
院
長

り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
が
会
長
を
務
め
る

国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会
で

も
、
積
極
的
な
栄
養
療
法
に
よ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
具
体
的
な
感
染

予
防
と
治
療
に
つ
い
て
３
報
の
声
明
を
カ

ナ
ダ
本
部
よ
り
発
表
し
ま
し
た
。

■
中
国
の
医
師
か
ら
届
い
た

１
通
の
メ
ー
ル

令
和
２
年
１
月
25
日
の
昼
頃
に
、
１
通

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
差
出

人
は
上
海
市
で
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ

ラ
ー
医
学
の
普
及
活
動
を
し
て
い

る
李
莉
医
師
（
Dr. 

Ｌ
ｉ
Ｌ
ｉ
）

で
す
。
メ
ー
ル
は
以
下
の
通
り
で

す
。

「
武
漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
日
々
拡
大

し
、
感
染
者
は
１
２
８
７
人
で
重

症
者
は
２
３
７
人
、
既
に
41
人
の
死
者
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
中
国
全

土
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
有

効
な
治
療
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
有
効

で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
オ
ー
ソ

モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
の
専
門
家
か
ら
、
今

回
の
感
染
拡
大
の
対
策
を
教
え
て
頂
き
た

い
。
そ
し
て
中
国
の
国
民
を
救
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。」

彼
女
の
必
死
な
メ
ー
ル
を
読
ん
で
、
私

は
す
ぐ
に
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
ニ
ュ
ー

ス
サ
ー
ビ
ス
の
編
集
長
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ソ
ウ
ル
先
生
（
写
真
）
と
ト
ー
マ
ス
・
レ

ヴ
ィ
先
生
に
連
絡
を
取
り
、
李
莉
先
生
へ

情
報
を
届
け
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

■
国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ

ー
医
学
会
の
声
明
文
作
成

の
経
緯

同
時
に
、
国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー

医
学
会
の
会
長
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

考
え
ま
し
た
。

「
中
国
や
周
辺
諸
国
の
国
民
は
、
新
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
極
度
に
恐
れ
て
い

る
。
私
た
ち
は
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医

学
の
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
中
国
で
起
き

て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
と

治
療
を
広
く
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
。」

ソ
ウ
ル
編
集
長
に
進
言
し
、
直
ち
に
世

界
各
国
の
栄
養
医
学
の
専
門
家
で
あ
る
編

集
委
員
44
人
に
メ
ー
ル
を
送
付
、
彼
ら
の

情
報
や
見
解
を
求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、

届
い
た
た
く
さ
ん
の
情
報
か
ら
ソ
ウ
ル
編

集
長
が
緊
急
声
明
文
と
し
て
ま
と
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
つ
問
題
が
起
き
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
経
口
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
摂
取
量

が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
た
の
で
す
。
過
去

の
様
々
な
文
献
と
専
門
家
と
し
て
の
経
験

で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
摂
取
量
が
数
グ
ラ
ム

か
ら
な
ん
と
１
０
０
グ
ラ
ム
ま
で
幅
広
く

な
っ
た
の
で
す
。
い
く
ら
声
明
を
出
し
て

も
、
あ
ま
り
に
も
大
量
の
投
与
で
は
普
通

の
医
師
や
患
者
さ
ん
は
拒
否
反
応
を
起
こ

す
で
し
ょ
う
。
私
は
編
集
委
員
全
員
に
次

の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
、
も
っ
と
現
実
的
に
考
え
ま
し

ょ
う
。
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
や
治
療

を
す
る
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
だ
け
で
な
く
、

中
国
湖
北
省
武
漢
市
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
に
拡
大
の
様

相
を
見
せ
始
め
、
本
原
稿
を
執
筆
し
て
い

る
２
月
３
日
現
在
、
中
国
本
土
の
感
染
者

数
は
1
万
７
２
０
５
人
、
重
症
肺
炎
に
よ

る
死
者
は
３
６
１
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

感
染
者
は
各
国
に
広
が
り
、
中
国
本
土
以

外
で
は
１
８
５
人
、
死
者
は
１
人
で
す
。

日
本
で
の
感
染
者
数
は
20
人
で
、
水
際

で
阻
止
し
よ
う
と
国
を
挙
げ
て
対
策
に
取

患
者
と
医
師
の
た
め
の

　オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
情
報

連
載

　第
95 

回

写真　オーソモレキュラー
ニュースサービスのアン
ドリュー・ソウル編集長



29　統合医療でがんに克つ

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
亜
鉛
、
セ
レ
ン
も
必
要
で

す
。
そ
れ
も
全
て
の
国
の
人
々
が
理
解
を

し
や
す
く
、
そ
し
て
す
ぐ
に
入
手
で
き
る

組
み
合
わ
せ
と
投
与
量
で
あ
り
、
か
つ
安

価
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

私
か
ら
叩
き
台
と
し
て
基
本
的
な
組
み

合
わ
せ
と
投
与
量
を
提
案
し
、
編
集
委
員

ら
の
意
見
を
加
え
て
発
案
か
ら
３
日
目

に
、
第
１
報
で
「
感
染
予
防
と
発
症
時
の

症
状
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
」
の
提
案
を
し
ま
し
た
。
５
日
目
の
第

２
報
は
「
歴
史
的
に
み
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
大
量
投
与
」
に
つ
い
て
リ

リ
ー
ス
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
第
３
報
で

は
、
私
と
ソ
ウ
ル
編
集
長
の
共
同
執
筆
で

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
に
よ
る
治
療
」
に
つ

い
て
処
方
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
点
滴

処
方
は
点
滴
療
法
研
究
会
で
提
唱
し
て
い

る
内
容
で
す
。

■
声
明
を
英
語
、
中
国
語
、

日
本
語
で
世
界
に
配
信

カ
ナ
ダ
本
部
か
ら
英
語
版
の
声
明
が
リ

リ
ー
ス
さ
れ
る
と
、
台
湾
オ
ー
ソ
モ
レ
キ

ュ
ラ
ー
医
学
会
が
中
国
語
版
を
、
点
滴
療

法
研
究
会
が
日
本
語
版
を
作
成
し
、
世
界

に
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

『
中
国
に
拡
が
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
関
す
る
国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ

ー
医
学
会
の
声
明
』（
要
約
）

身
体
が
ウ
イ
ル
ス
に
攻
撃
さ
れ
た
際
、

体
の
抗
酸
化
能
力
お
よ
び
免
疫
力
を
最
大

化
し
て
お
く
こ
と
が
、
症
状
の
軽
減
や
発

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
療
法
を
受
け
る
こ
と
を

勧
め
ま
す
。
日
本
の
点
滴
療
法
研
究
会
で

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
帯
状
疱
疹
、
風

邪
、
風
疹
、
お
た
ふ
く
風
邪
な
ど
の
ウ
イ

ル
ス
疾
患
の
治
療
、
ま
た
突
発
性
難
聴
、

ベ
ル
麻
痺
の
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス
の
関
与
が

疑
わ
れ
る
疾
患
に
対
し
て
、
12
・
５
ｇ
～

25
ｇ
の
高
濃
度
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
成
人
に
対
し
て
、
軽
度
の

症
状
に
は
12
・
5
ｇ
、
重
症
に
は
25
ｇ
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
を
処
方
し
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
治
療
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
は
通
常
１
日
１
～

２
回
、
２
～
５
日
連
続
投
与
し
ま
す
。

〈
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
12
・
5
ｇ
処
方
〉

蒸
留
水
：
１
２
５
㎖

50
％
注
射
用
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
：
25
㎖

（
12
・
5
ｇ
）

補
正
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
：
10
㎖

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
：
ビ
タ
ミ
ジ
ン
、
パ
ン

テ
ニ
ー
ル
、
シ
ー
パ
ラ
注
な
ど

投
与
時
間
30
～
40
分

〈
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
25
ｇ
処
方
〉

蒸
留
水
：
２
５
０
㎖

50
％
注
射
用
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
：
50
㎖
（
25

ｇ
）補

正
硫
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
：
20
㎖ 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
：
ビ
タ
ミ
ジ
ン
、
パ
ン

テ
ニ
ー
ル
、
シ
ー
パ
ラ
注
な
ど

投
与
時
間
40
～
60
分

■
お
わ
り
に

２
月
28
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
統
合
医
療
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

症
予
防
に
大
切
で
す
。
重
篤
に
な
っ
て
か

ら
治
療
す
る
よ
り
も
、
予
防
に
力
を
注
ぐ

ほ
う
が
容
易
で
す
。
深
刻
な
状
況
に
な
り

そ
う
な
場
合
は
医
療
機
関
へ
受
診
を
た
め

ら
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状
が
で

て
し
ま
っ
た
際
に
は
、
薬
と
同
時
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
会
な

ら
び
に
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス
の
医
師
た
ち
は
、
今
後 

起
こ

り
う
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
や
症
状
緩

和
の
た
め
の
栄
養
療
法
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
同
時
に
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム 

、
亜
鉛
、
お
よ
び

セ
レ
ン
を
一
緒
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、
ウ

イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
機
能
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

以
下
の
安
価
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
摂
取

は
、
大
人
に
対
す
る
推
奨
量
で
す
。
子
供

に
対
し
て
は
体
重
に
よ
っ
て
服
用
量
を 

変
え
て
く
だ
さ
い
。 

⑴
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
：
３
０
０
０
㎎
／
日 

（
ま
た
は
そ
れ
以
上
。
分
け
て
服
用
。）

⑵
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
3
：
２
０
０
０
IU
／
日

（
1
日
５
０
０
０
IU
で
開
始
、
３
週
目
か

ら
２
０
０
０
IU
に
減
量
。
５
０
０
０
IU
は

１
２
５
㎍
、２
０
０
０
IU
は
50
㎍
に
相
当
）

⑶
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
：
４
０
０
㎎
／
日（
ク

エ
ン
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
リ
ン
ゴ
酸
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
、
ま
た
は
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

と
し
て
）

⑷
亜
鉛
：
20
㎎
／
日 

⑸
セ
レ
ン
：
１
０
０
㎍
／
日 

実
際
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

私
は
講
演
予
定
の
内
容
を
急
遽
変
更
し
、

「
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
医
学
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
と
治

療
」
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
本
を
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

各
国
の
学
会
で
共
同
声
明
を
だ
す
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

本
原
稿
が
誌
面
に
掲
載
さ
れ
る
頃
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

終
息
し
て
い
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
よ
り
さ
ら
に
拡
大
し
て

い
る
場
合
に
は
、
私
た
ち
の
声
明
を
よ
り

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の

鍵
と
な
る
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
会

の
共
同
声
明
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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